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 私が合格するためにしたことは、学習計画を立てて、毎日聞くことを心がけまし

た。日本語能力試験 N１は 3 回失敗したので、ずっと試験に合格できるかどうかも不

安がありました。最初は、ただ、やってみようという軽い気持ちで受験したのです

が、やはり不合格でした。 2 回目と 3 回目の受験は一生懸命勉強しましたが、その時

は語彙と文法に集中し、読解と聴解の重要性を無視していたため、この 2 つの部分で

高い点数を獲得することができませんでした。このように、さまざまな失敗体験を通

して、自分に合った学習方法を見つけることが非常に重要だと伝えたいです。 

 まず、語彙の部分です。この部分は、比較的取り組みやすい部分だと思います。私

も初期の段階でたくさんの単語を暗記しました。しかし、忘れやすいとも感じまし

た。そこで、試験前に高頻度の単語を集めて整理しました。たとえば、高頻度の動詞

や形容詞などを確認し、時間があるときに繰り返し暗記します。ただし、これは試験

前の話であり、日々の学習においての積み重ねは非常に重要だと思います。 

 次は、読解力です。私の経験上、たくさんの過去問を解いています。試験の前に、

過去 10 年間のすべての過去問を解いて、解答のポイントを見つけました。前回の試験

前には実際のテストリーディングも行いましたが、それでも得点が足りず、語学力の

不足から点数が非常に低かったです。もっと過去問に取り組んでみると、問題を読ん

だり、解いたりするコツがたくさんあることが分かりました。たとえば、一部の質問

に対する答えが元のテキストに含まれていますが、類似した単語が置き換えられてい

る場合が多く、これが答えです。 

 最後に、聴解の部分です。聞くことは私にとって常に弱点でした。私には、プラス

アルファのスキルはなく、毎日、日本のラジオを聞いたり、聴解の過去問に取り組ん

みました。車の中で聴くのも良し、掃除をしながら聴くのも良しだと思います。 

 つまり、言語を学ぶことを選択した当初の意図が何であれ、私たちは進歩と思考の

変化、新しい価値観と興味深い文化、以前よりも成長した自己を得ることができると

信じています。最後に、みなさんが合格できますように願っています。頑張ってくだ

さい。 


